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研究成果の概要（和文）： 
 本研究は，階層間流動化が慢性的貧困を緩和するという作業仮説について，貧困層が有
する社会ネットワークの動態に着目し，マニラ首都圏とダバオ市の事例を検討した。その
結果，マニラ首都圏の貧困層にあっては，主体的な活動を通して，階層間流動化を促進し
得る余地が存在するのに対して，ダバオ市においては，現在までのところ，上位層からの
アプローチのみが階層間流動化に貢献できる状況にあることがあきらかになった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 We consider a basic hypothesis that liquidity among social strata contributes to 
reduction of chronic poverty by focusing attention on the social network the poor 
possess in Metro Manila and Davao City. Our conclusion is as follows: The poor in 
Metro Manila can promote such liquidity by utilizing their own social network while 
those in Davao City still find difficulties in such a process. 
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１．研究開始当初の背景 

 (1) 「慢性的貧困」（chronic poverty）は，
社 会 制 度 な ど に 起 因 し て 常 に 権 原
（entitlements）が剥奪されている状態（具
体的には５年間にわたって貧困線以下の生
活が恒常化している状態）と定義される多面
的な貧困概念であるが，とくに社会的排除
（social  exclusion）をその源泉ととらえる
「逆編入」（adverse incorporation）という
議論が新しい（Hulume:2004）が，社会的排

除がどのようなメカニズムで常態化してい
るのかについてあきらかにされてこなかっ
た。そこで，本研究はその間隙を親族・姻族
関係をはじめとする社会ネットワークの考
察によって埋め，階層間の分断にもとづく社
会的排除の現象を明確にし，仲介者（broker）
の出現によって，その分断が橋渡しされる可
能性について再検討することを考えた。 
  (2) スコットは，行政による「画一化」
（simplification）を軸とする開発政策は，
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人々が有する「民衆知」（metis）を破壊し失
敗すると主張した（Scott: 1998）。しかし，
その議論は民衆知を活用する新しい開発戦
略についての言及には至っていない。本研究
では，民衆知の源泉を人々の間の社会ネット
ワークと捉え，そこに内在している智慧を活
用する新たな開発政策を提示したいと考え
た。 
 (3) 従来の社会関係資本（social capital）
論（Coleman:1992, Putnam et al.:1993）は，
は，基本的には共同利害のみに裏打ちされた
社会集団というアメリカ型のコミュニティ
を想定しており，発展途上国では十分に育っ
ていない「市民」間コミュニケーションや「市
民」と「行政」のパートナーシップの活発化
を強調している。したがって，これを取り入
れた開発研究は，新しい組織や制度の導入を
主張することになる。しかし，それはまさに
スコットが「画一化」として批判した開発政
策となる危険を有するものであろう。本研究
では，スコットの議論にならい「社会関係資
本」は内在しているものとして捉え，その重
要な指標として社会ネットワークに着目し
たいと考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，フィリピンにおける階層

固定的な社会構造（Hollnsteiner:1963）を，
社会ネットワーク分析の立場から捉え直し，
貧困をめぐる議論に新しい視点を提供する
ことである。すなわち，フィリピンにおける
富裕層，中間層，貧困層を対象として，長期
の参与観察と質問票調査によって収集した
データを用い，固有のネットワーク構造を析
出することによって，貧困層が有する民衆知
をふまえた新しい開発研究の枠組みを構築
したいと考えている。 
既存の研究は，コミュニティを，基本的に

は，共同利害のみに裏打ちされた社会集団と
いうアメリカ型のものとしてとらえ，発展途
上国では十分に育っていない「市民」間コミ
ュニケーションや「市民」と「行政」のパー
トナーシップの活発化を強調しているため，
新しい組織や制度の導入を主張することに
なる。しかし，それはまさにスコットが「画
一化」として批判した開発政策となる危険を
有するものであろう。本研究では，スコット
の議論にならい「社会関係資本」は内在して
いるものとして捉え，その重要な指標として
社会ネットワークに着目する。 
 
３．研究の方法 
(1)フィリピンの地域社会におけるネット

ワークの形成と深化を動態的に把握する第
１局面，(2)そのネットワークがどのように
して活用されているかを分析する第２局面，
および（3）それらを総合し，二階層社会に

おける社会的排除について再検討する第３
局面という３つの部分からなる。 
(1) 第１局面においては，社会ネットワー

クの形成と深化を動態的に把握するために，
以下のような調査地のデータが主として収
集された。(a)各調査地の社会集団を形成す
る各家族の属性データ（家計基本データ，移
住経路，集団内住民組織役職など），(b)各調
査地の社会集団を対象とした，1)集団内外の
親族・姻族関係，2)近隣関係，3)儀礼親族関
係，4)聞き取り調査に基づく主体間の社会関
係の変容についての質的データ。 
この作業によって，調査地の集団内におけ

るネットワークがどのような経緯から形成，
深化されてきたのかが，集団外部との関係も
含めてあきらかになる。 
(2)第２局面は，析出された人間関係が，

集団構成員によってどのように活用されて
いるかを明らかにする。様々な属性をもつ
「情報」がネットワークの末端まで到達する
過程を考察する。過去の情報の流通経路の遡
及調査のみならず，定点観測から得た知見と
インフォーマントの協力を得て，調査地への
悪影響が及ぶことのないよう留意しつつ，
様々な属性の情報をネットワーク上で実験
的に流し，その流通経路と流通速度を測定す
る試みである。 
 第３局面は，異なる階層間の情報や社会会
関係の波及の可能性について，社会ネットワ
ーク分析と参与観察によって，階層流動化の
担い手としての仲介者（broker）を発見する。
すなわち，調査対象のネットワーク上の孤立
性をとおして社会的排除についての新しい
知見を得ることのみならず，集団外部の異な
る階層集団との間を橋渡しする仲介者を集
団内部に発見することが可能である。 
 
４．研究成果 
 
(1) マニラ首都圏における社会ネットワー
クの動態と社会流動性  社会ネットワー
クデータを用いた分析は，データの収集，解
析および解析結果の解釈のそれぞれの段階
で相応の時間がかかり，現段階では，完全に
最終結果がでているわけではない。しかし，
マニラ首都圏のスラム地域については，集中
的な調査によって，以下の結果を得た。 

すなわち，①特定の主体が，異なるネット
ワークへの隘路を見出し，集団内部から仲介
者（broker）となっていること，②それぞれ
の異なるネットワークへの仲介者は，ネット
ワーク毎に異なるものの，同一ネットワーク
の複数の仲介者には属性に共通性が見受け
られること，③上位階層への仲介者を，有力
大学への高等教育の機会付与によって創出
することが可能であることの３点について，
おおよその結論を得ることができた。特筆す



 

 

べき点は，フィリピン国立大学進学者が，卒
業後，大学院生として研究者への道を歩みつ
つも，自発的に地区内の青少年のノン・フォ
ーマル教育やコミュニティ活動に貢献し，同
時に，上位階層との間の媒介としての仲介者
の役割を強く認識していることである。それ
は，低所得層からの自立的な社会流動性の促
進が可能であることを示していると解釈す
ることができるであろう。 
これらの事実発見は，政府にせよ，ＮＧＯ

にせよ，政策遂行にあたり，外部者の介入に
頼らざるを得なかった既往の開発研究への
ブレークスルーになり得るものであると
我々は考える。 
さらに，本研究の副産物として，同一社会

階層の社会ネットワークが，二者間関係の連
鎖を通じて，広い地理的範囲に浸透すること
が示されたことである。これは社会ネットワ
ークの帯（belts）というべきものであり，
インタビュー調査によって，その階層におけ
る文化や慣習の同質性を確認することがで
きた。それは，低所得層の薄く広いネットワ
ークが新たな政治グループとして台頭し得
る可能性を示唆していると考えられる。すな
わち，①から③の研究結果を併せて考えると
き，大衆運動の起源の一形態を示すモデルと
見なすことが可能かもしれない。 
以上の議論は，バリー・ウェルマンの「コ

ミュニティ解放論」，マーク・グラノヴェッ
ターの「弱い紐帯論」，そして，ロナルド・
バートの「社会的空隙論」などを前提とした，
従来のコミュニティ論を，発展途上国の文脈
の中で発展させ得るものであると我々は考
える。 
 

(2) ダバオにおける社会ネットワークの動
態と社会的流動性  マニラ首都圏とは異
なる社会的条件を有するダバオでは，あえて
社会ネットワーク分析を主として用いるこ
とを回避し，富裕層・中間層と貧困層の流動
性を活性化させる試みと最貧困層のバジャ
ウ族のネットワークの深化について，事例分
析を用いた検討を行った。 
まず，階層間流動性を活性化させる試み 

についてである。たしかに， 1986 年以降の
再民主化過程でも政治構想の違いにより階
層間対立は解消していない。しかし，草の根
レベルでは，異なる階層が協働してよりよき
生活をめざす動きもみられる。その事例の一
つとして、健康という普遍的価値の実現を求
めて、階層横断的かつ水平的相互扶助組織を
全国規模で展開してきた医療協同組合に注
目した。ハーシュマンの離脱・発言・忠誠モ
デルを援用し、創設者である外科医の自伝を
分析することを通じて、「国家の弱さ」を乗
り越えようとする個人の行動が集団を巻き
込んだときに生じる創造性と可能性、および

そうした実践が国家におよぼす影響を検証
した。この検証によって，中間層以上の階層
から社会的流動性を活性化させる試みが現
実に存在することを明らかにした。 
 第二の視点は，少数民族バジャウの階層間
を超えた社会ネットワークの可能性である。
ダバオ市において，彼らは物乞いとして生計
を立ててきたといわれているが，元来，海洋
で生活の基盤を有していた彼らが上陸した
後の社会関係の変容については，これまでほ
とんど調査がなかった。本研究において明ら
かになったことは，①ダバオ市の低地フィリ
ピン人社会との接触によって集団内の階層
化が進んだこと，②NGO や外国人などの外部
との仲介によって，一見すると階層間流動性
が促進される方向にベクトルが向いたよう
に思われながら，それは実際の社会ネットワ
ークにほとんど影響を及ぼしていないこと，
③これらの非流動性の原因として，仲介者の
主体的な関わり方などに問題が存在するこ
とである。 
 以上のように，前者の事例は，上位階層か
ら階層間流動性を促進するための関わりの
成功例として，後者は，その失敗例としてみ
なすことができる。それは，階層間流動性を
活性化させる外部からの関わり方の難しさ
と成功のための教訓を得ることができた点
で重要な意義を有していると我々は考える。 
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